


東京大学ホームカミングデイ企画

「新作講談 × アフタートーク：GXの先駆者、本多静六の偉業」
GX（グリーントランスフォーメーション）: 地球環境の限界を超えないように社会を変革すること

戦前の東大農学部教授で、我が国初の林学博士、本多静六をGXの先駆者と位置づけた新作講談を、
本学卒の講談師、神田伊織さんが披露します。150年のタイムスケールで森林の形成過程を計画し
た明治神宮をはじめ数々の公園を作り、緑豊かな社会づくりに取り組んだ本多先生は、投資家として
莫大な財を築いた経済通としての一面も持っており、GXを進める上で大きなヒントになると思いま
す。講談の後には、GX関連の本学の教員によるアフタートークを行います。

【日時】 2023年10月21日（土）15:00 ～ 16:30
【場所】 東京大学 本郷キャンパス　法学政治学系 総合教育棟 101教室 (正門すぐ右手のガラスの建物)

【プログラム】
- 14時30分：開場
- 15時00分～15時40分：講談
- 15時40分～15時50分：休憩
- 15時50分～16時30分：アフタートーク

【登壇者】 

神田伊織
東京大学文学部仏文科卒、同大学院人文
社会系研究科修士課程修了。
在学中に国語専門塾を起業し、卒業後は
在野の教育者として活動していたが、縁
あって講談界に飛び込む。2016年5月神
田香織に入門。同年8月講談協会の前座と
なる。2022年9月、二ツ目に昇進。東京都
ヘブンアーティストとして都内各地で辻講
釈も行なっている。

江守正多
東京大学教養学部基礎科学科第二卒業。
同大学院総合文化研究科広域科学専攻修
了。博士（学術）。国立環境研究所地球シス
テム領域副領域長等を経て、2022年より東
京大学未来ビジョン研究センター教授と国
立環境研究所上級主席研究員のクロスア
ポイントメント。専門は気候科学。気候変動
に関する政府間パネル（IPCC）第5次・第6
次評価報告書主執筆者。

石原広恵
東京外国語大学、外国語学部卒、一橋大学
修士（MA）取得、英国ケンブリッジ大学修士
（M.Phil）および博士（Ph.D）取得。2016年
東京大学農学生命科学研究科特任研究員、
2018年より東京大学農学生命科学研究
科、助教を経て、2021年より現職。2003年
より国際機関U N D Pイエメン事務所にて
プログラム・オフィサーとして勤務した経験
を持つ。2020年、米国、ピュー財団のピュー
海洋フェローを受賞。趣味はヨガ。

入場無料

どなたでもご参加いただけます
ウェブでの事前申込はQRコードの
「IFI公式イベント情報ページ」から

※ 9/20 参加受付開始予定
※ 定員に達した場合、応募を締め切る
　　場合がございます


